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1. Epsin binds to the EH domain of POB1 and regu-

lates receptor-mediated endocytosis 

(Epsin はPOB1の EHドメインに結合し，受容体

最存性のエンドサイトーシスを制御する）

森中賢二〈内科学第一）

［自的lRasの下誌に存在する POBlのEHドメイン
に結合する蛋白質を同定し，その機能を解析する。

［方法］ウシ大諮縮胞質画分より新規蛋岳質 Epsin

を精製し， PCR法でヒト Epsin遺伝子を単離，遺f云

子記列を決定した。 POBlとの結合，競合陸害実験を

行い，諸臓器における発現をノーザーンプロットにて

調べた。 Epsinの機能解析のため，細患に Epsinを発

現させ，インスワン耗激後のインスリン受容体のエン

ドサイトーシスの変化を観察した。

【結果IEpsinのNPFモチーフは POBlのE耳ド
メインと直接結合した。 Epsinは諸議器において普遍

的に発現が誌められた。 Epsinを発現した組臆におい

て，インスリン結合能およびインスリン受容体の自己

リン酸化龍は変化しなかったが，インスワン刺激によ

るインスワン受容体依存性のエンドサイトーシスが抑

制jされ， Epsinのエンドサイトーシスへの関与が示唆

された。

2. Predictive value of cathepsin D and Ki-67 expres-

sion at deepest penetration site for lymph node 

metastases in gastric cancer 

（胃癌漫溝先進欝におけるカテプシン 9および Ki-

67の発現のりンパ節転移予溺因子としての謡床的

意義）

五石宏和｛内科学第一）

胃癌におけるカテプシン Dおよび豆i-67の発現と

リンパ節転移の関連を明らかにし，予測国子としての

有用性を検討した。対象は分先翠胃 srn,mp癌136倒

136病変で， srnl/srn2群（35菊変）と srn3/rnp群

(101痛変）にわけで麗蕩浸i障先進部でのカテプシン

D, Ki-67の免疫組織学的発現とリンパ節転移との関

連を検討した。カテプシン D陽性到は srn3/rnp群で

陰性倒に比べ，また，豆i-67labeling index (LI〕高値慨

は関群で抵僅例に比べ有意にリンパ節転移率が高かっ

た。さらに，カテプシン D陰性かつ Ki-67LI低値傍

は再群ともリンパ節転移を 1例も認めなかった。本研

究により，カテプシン D,Ki-67の発環とその組み合

わせ評価はワンパ節転移の有用な予測因子であること

が示唆された。

3. Factors that affect results of the 13C urea breath 

test in Japanese patients 

｛自本人における 13C尿素呼気試験に彰響する匡子）

陳 星（内科学第一）

l3C尿素呼気試験（UBちは，ヘワコパクターピロワ

(Hp）感染を診断する最も精度の高い検査法であると

考えられている。我々は，日本における UBTの精度

及び UBTの delta値と背景胃粘膜房見との関連につ

いて， 169入の組識，血清IgG抗体， pepsinogen(PG) 

及び UBTを検討した。組識と血清抗体を Hp惑染の

gold standardをすると UBTの感度辻100%，特異度

は96%であった。 delta鐘を変動させる関連因子は

Hpの菌量，前鹿部の野中球浸潤，体部の萎縮，腸上

変化生及び PGI I IIえであり，さらに多変量分析の

結果，最も重要な因子は PGI/歪比であった（OR,

4.99; 959らCI,1.60-15.55）。以上より，むBTは萎縮が

多いE本人でも， Hp診断に対して棒度の高い検査法

であり，むBTの delta憧は， Hp感染と萎結性嬰炎の

程度に影響された。

4. Real-time ultrasonographic assessment of antro-

duodenal motility after ingestion of solid and liquid 

meals by patients with functional dyspepsia 

（超音護法を馬いた機能的ディスぺプシア患者の富

野食及び濠体食摂取後の胃十二指揚軍監の評鍾）

稿 裕明（内科学第一）

機能的ディスペプシア（FD）患者の上部消化管運動

を超音波法を用いて検討し，病態の解明を試みた。

［対象と方法】健常人3(3名， FD患者64名に 13kcal 

の液体試験食 400mlと424kcalの匡形試験全を摂取

させた後，超音波で体表から液体食は胃排出能（GE〕，
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前庭部運動能（Ml），十二指腸胃逆流（DGR）を，毘形

食は GEと前Iを評鍾した。

［結果JFD患者は建常人より譲捧食で GEとMI
は低下し， DG誌は増加したO 由形食は GEは抵下し，

MIは摂京後60分以内で有意に抵下した。また固形食

摂取後15分の MIが低いほど GEは延長する領向が

あった。 FD患者の GEは再試験食共に異常を認めた

のは20.3%で，どちらかζ異常が認めたのは42.2%,

両方共に正常であったのは37.5%であった。

i結語］ FD患者の病態に GEの遅延や食後早期の
MIの抵下， DGRの増加などの運動機能異常が大きく

関与している。

5. 腐雷管での尺昏神経圧迫因子の検討

宮島良博（整形外科学）

｛巨的と対象］変形性関節症を伴う肘部管症候群の

病態を解明し，どのような治療が効果的かを検討する

ために，系統解剖用26保存遺体， 50肘を用いて肘部

管における尺骨神経圧迫菌子の験討を行った。

［結果と考察｝肘屈曲により肘部管容穫が減少する

ことがわかったが，加齢と共に増加する尺骨神経薄底

の骨隆起や骨親は骨性在迫因子として肘部管容積を更

に減少させ，神経正追の主菌となることが推察された。

討部管近世縁の鍵摸性構造物である cubitaltunnel 

retinaculurnの形態が強靭な型では，これによる神経

圧迫の関与も考えられ，臆膜？生正迫因子とした。また，

尺骨持経の肘関節枝の分枝の位置が概ね，肘部管の存

在する位置に一致することから，討関節枝の絞揺が本

症候群での肘の痔痛の原因のーっと誰察された。本症

候群の治療には，神経溝内の骨隆起や骨練を切除して，

主因たる骨性在追因子を除去することが重要と考えら

れた。

6. Inhibitory Effect of Liposomal MDP-Lys on Lung 

Metastasis of Transplantable Osteosarcoma in 

Hamster 

(MDP-Lys によるハムスター膏肉腫に対する蹄転

移調髄効果〉

薪田泰章（整形外科学〉

｛目的］可移撞性ハムスター骨肉腫を用いて，リボ

ソーム化 MDP-Lysの肺転移抑制能を検討し，その有

効性を明らかにする。

【方法］実験動物；ゴールデンハムスター。鍾蕩；

可移棲性ハムスター骨肉韓（Os515）。実験日骨肉

謹務植後1, 2, 3, 5, 7逓で姉転移の有無を評倍

した。実験2）腫蕩移植重後より 3週開， F羽 DP群，

L-MDP群， Emp-L群を作成し評倍した。実験3）麗

蕩移撞後3選開蕪治察の後 F-MDPの投与を 1国 50

μ g, 5 μ g, 0.5 μ gの3群， L-MDPの投与を 1回20μg,

2μgの2群，及びErnp-L群の合計6群を作成し，移

植後7週で評髄した。

［結果］実験1）臆転務率は移植議 1' 2' 3' 5' 

7遇で0%, 10%, 50%, 70%, 100%であった。実

験2)F-MDP群， L－班DP群で諦転移が抑制された。

実験3)F-MDP (50）群， L-MDP(20）群で賄転移

が抑制された。

【まとめ］ MDP-Lysの投与によりハムスター骨肉

腫の姉転移は抑制された。リポソーム化により薬剤の

間欠的低量投与が可能となった。
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7. E本における鮪がん死亡率の地理分布特性に関す

る統計学的検討

JI I崎裕美

｛広島県立保健福祉大学保韓福祉学部看護学科）

地域的に蹄がんの亮亡率が異なることに着巨し，姉

がん発生にかかわる地理的な因子を諜ることを試み

た。日本全国の3331の市区軒特ごとに算出した1975

年から1994年までの20年慢での各年次の SMRに対し

て最小2乗法を用いて直線をあてはめ，その窃片と傾

きを求めた。その結果得られた切片値（SMRの20年

間の平均値に棺当）を目的変数， f海岸隷から役所ま
での距離J,!1985年次での人口J，「地域jを説明変
数とした重臣婦分析，および「海岸の方向jに着Eし
た ACEアルゴリズムに基づくノンパラメトリック回

帰分析をおこなった。これらの多変量解析によって，

これまでの報告と詞様に「人口jは聴がんの発生に調

達していることが薙認された。また，本訴究での新知

見として，海岸に近いほど，臆がんの死亡率は高く

なっていることが検出された。海岸に関する伺かの未

知要因が蹄がんの発生に影響を与えていることが統計

的に示唆された。
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8. ヒト甲状腺乳頭癌における癌関連遺伝子産物の発

現とその生物学的意義

出本俊治（耳鼻堀喉科学）

21例の甲状腺乳頭癌について， c-eγbB-2,EGF, 

EGFR, TGF-a, c-Met, cyclinDl, cyclinE, p53, cdc25B, 

E2F-1, CD44, nm23, p27の免疫組織北学的検討を行

い，各癌関連遺f云子産物の同時発現の相関性ならびに
癌関連遺伝子産物の発現と時床痛理学的事項（性，年

齢，捕前エコー診断ならびに捕出時の腫霧径，気管傍

1）ンパ第転移，内頚静脈リンパ節転移，被膜外進震，
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